
生きてはたらく言語能力を高める
国語科指導

～楽しくて、力がつく言語活動の工夫～

令和５年度 東濃地区小学校国語科研究協議会 低学年「読むこと」



児童の実態

○学習活動に意欲的で楽しみながら活動している。
○語彙の獲得に意欲的な児童が多い。

△発表したり交流したりすることに苦手意識がある。
→・考えを述べることに自信がない。
・交流することのよさを実感できていない。

・楽しみながら学習内容を身に付ける。
・自信をもって自分の考えを話す。
・交流することのよさを実感できる。



願う児童の姿

・身の回りで使われている語句を話や文章の中で使
うことを通して、語彙を豊かにする子

・文章の内容を捉え、考えたことや分かったことを
自分の言葉でまとめたり相手に伝えたりすること
ができる子



研究内容（多治見市）

（１）単元（本時）で身に付けさせたい「生きてはた
らく言葉」の明確化 【小国研(１)ー③】

（２）「生きてはたらく言葉」を身に付けさせるため
の指導方法や学習活動の工夫 【小国研(２)ー②】

（３）「生きてはたらく言葉」が身に付いたかどうか
の評価方法と指導・援助の工夫 【小国研(２)ー③】



研究実践

単元名 せつめいする文しょうをよもう
教材名 「じどう車くらべ」

①仕事やつくりを表す言葉を選び出す
②言葉の意味を捉える

じどう車の「しごと」と「つくり」をしらべて
じどう車はかせになろう。



研究実践（１）単元構造図の工夫



研究実践（２）問い返し

どうしてそれが仕事だとわかったの？

「『仕事をしています。』って
かいてあるからです。」

どうしてそれがつくりだと
わかったの？

「『つくってあります。』って
かいてあるからです。」



研究実践（２）問い返し

もし、窓が大きくなかったら？

もし、荷台が広くなかったら？

もし、腕が丈夫じゃなかったら？



研究実践（２）挿絵とつなぐ



研究実践（２）動作化

うでがのびたりうごいたりする

おもいものを
つり上げる



研究実践(２) 単位時間のパターン化
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研究実践(２) 単位時間のパターン化

クレーン車は、重い物をつり上げる仕

事をしています。そのために、丈夫な腕

が伸びたり動いたりするようにつくって

あります。車体が傾かないように、しっ

かりした足がついています。しっかりし

た足がもしもしっかりしてなかったら、

車体が傾いたりしてしまいます。丈夫な

腕がもし弱かったら、持っている物を落

としてしまうかもしれません。



研究実践（３）ICTの活用

１回目



研究実践（３）ICTの活用

２回目



研究実践（３）ICTの活用

３回目



成果と課題

○教師が単元を通して身に付けさせたい言葉を明確にもって指導す
ることで、言葉の使い方や意味を正しく理解させることができた。

研究内容（１）

○説明する動画を撮影し、自分を客観的に見直したり、仲間の良さ
を取り入れて繰り返し説明したりする活動を取り入れたことで、
自信をもって発表させることができた。 研究内容（３）

●児童が正しく語彙を獲得するために、教師がICTをより効果的に活
用しながら、適切な指導方法を工夫する必要がある。

研究内容（２）



ご清聴ありがとうございました。


